
玉川大学・芸術学部・非常勤講師

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６３９

基盤研究(C)（一般）

2021～2018

大正期から昭和期における｢皇室映画」の研究活用に向けた基礎調査

A Basic Research for the Study and Utilization of "Imperial Household Movies" 
from the Taisho to the Showa Periods

２０５７１０８７研究者番号：

紙屋　牧子（KAMIYA, Makiko）

研究期間：

１８Ｋ０１０９９

年 月 日現在  ４   ６ １７

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、国内外に残存する「皇室映画」の所蔵調査を軸としつつ、それらの活用に
向けた基礎研究をおこなうことを目的とし、新型コロナウィルスの感染症拡大に伴う計画の中止や延期を余儀な
くされつつも、（延長期間も含めて）四年間の活動の中で、国内のアーカイブのほか、ヨーロッパの幾つかのフ
ィルムアーカイブでの調査を実施し、今後の研究の発展に貢献し得る知見を得た。本研究の調査研究活動におけ
る成果をふまえ発展させたものとして構想した研究計画が2021年度より基盤研究(C)として採択され、本研究の
成果と連続性を持ちつつ、映画検閲の問題など新たな視点も取り入れ遂行中である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project was to conduct fundamental research for the 
utilization of the remaining “Imperial Household Films” in Japan and abroad, centering on a survey
 of their holdings. During the four years of activity (including the extension period), we conducted
 research at several film archives in Europe, as well as in Japan, and achieved a certain degree of 
success. New research plan, based on the results of this study, has been adopted as Grant-in-Aid for
 Scientific Research project in FY2021. This new project, while maintaining continuity with the 
results of this study, also incorporates new perspectives, such as film censorship.

研究分野：映画学、視覚文化、メディア、表象

キーワード： 映画　映像文化　フィルム　アーカイブ　メディア　表象　天皇・皇族・皇室　天皇制
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって、映画草創期における「皇室映画」に関する今後の研究の発展に資する極めて有意義な成果を得
られた。現存するフィルムおよび関連資料に即した皇室の近代化（現代化）に映像メディアが果たした役割や、
映画を中心とする視覚メディアにおける天皇・皇族・皇室の表象に関する調査研究を進め、その成果を論文や学
会発表等によって社会還元することも果たした。更なる研究成果の発信を、本研究と連続性を持った科研費（基
盤研究(C)/21K00149）によるプロジェクトでおこなう予定である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

昭和天皇が皇太子だった 1921（大正 10）年３月から９月にかけてヨーロッパを外遊することに

なった際、その動向を記録した複数の映画が製作された。以下、この映画のことを、“皇太子渡

欧映画”と呼称する。幾つかの先行研究において、この“皇太子渡欧映画”が、皇太子の動く姿

を初めて正式に記録した映画（当時の呼称は活動写真）であること、また皇室報道の歴史を考え

るうえで極めて画期的であったことが指摘されている。しかしながら、現存フィルムに即して詳

細に分析した研究は十分には為されてはいなかった。こうした状況をふまえ本研究は、皇室の近

代化（現代化）をもたらす象徴的な出来事であったと言っても過言ではない“皇太子渡欧映画”

および関連する映画フィルムや文献資料の調査研究を開始した。 

 

２．研究の目的 

本研究の最終目的は、大正期から昭和期にかけて映画メディアが天皇・皇室の現代化に果たした

役割について検証するための基盤を構築することであった。そのために、国内外のアーカイブ施

設等に点在している「皇室映画」の調査研究を実施した。なかでも、国立映画アーカイブは、昭

和天皇（当時は皇太子）が 1921 年にヨーロッパを旅行した際に撮影された映画フィルムや、昭

和天皇の御大礼を記録した映画フィルムを複数所蔵しており、本研究を開始した時点では十分

な調査は成されてはいなかったため、これらの調査を軸としつつ、歴史学の専門家と情報を共有

し、調査研究を進めることによって、天皇・皇族・皇室の近代化（現代化）に関する研究の促進

を目指した。 

 

３．研究の方法 

国内外のアーカイブ施設所蔵の「皇室映画」に関わるフィルムおよび関連資料の調査を軸としな

がら、それらの活用に向けた基礎研究を進めた。研究期間のうち後半は新型コロナウィルスの感

染症拡大に伴って、出張・現地調査の中止を余儀なくされたため、インターネットを活用した調

査も重点的におこないながら、研究期間の前半に主として収集した映像資料および文献資料の

考察を進めた。コロナ禍の社会情勢に鑑み、感染リスクを回避した形態としてオンラインによる

研究会を開催し、その特性を活かして、海外在住者を含めた遠隔地の研究者との意見交換を積極

的におこなうことで本研究の議論を深め、その研究成果を学術論文の執筆や学会発表等によっ

て発信した。 

 

４．研究成果 

本研究は、新型コロナウィルスの感染症拡大に伴う計画の一部中止や延期を余儀なくされつつ

も、（延長期間も含めて）4 年間の活動の中で、国内のアーカイブのほか、ヨーロッパの幾つか

のフィルムアーカイブでの調査を実施し、今後の研究の発展に繋がる成果をおさめた。現存する

フィルムや関連する文献に即した調査研究も進め、2021 年にはオンライン研究会を開催したほ

か、研究成果の一部は、学術論文の執筆や学会発表をおこなうことによる社会還元を果たした。

最終年度の成果の代表的なものとしては、紙屋牧子が、昭和天皇の御大礼を撮影した映画に関し

て考察したテーマ「昭和天皇「代替わり」儀式の映画における視覚表象」を美学会第 72 回大会

で口頭発表し（2021 年 10 月）、森暢平は、天皇制とメディア報道に関して考察した書籍『天皇



家の恋愛』（中央公論社、2022 年）を刊行した。また、高木博志は、天皇制と部落問題について

考察した共著『近代の部落問題』（解放出版社、2022 年）を刊行した。 
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